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 要  旨 
コンピュータネットワークが世間に広まり Web 閲覧を伴うインフォーマル対面会話の機会が
増加している．また，近年インフォーマルコミュニケーションが生むメリットが注目されている．
しかし，音声認識による会話のリアルタイム解析は技術的に大変難しく，インフォーマルコミュ
ニケーションをリアルタイムに支援する域には達していない． 
本論文は Web 閲覧を伴うインフォーマル対面会話において，表示中の Web ページに関連する
会話を行っている点に着目し，表示中の Web ページ内容を話題内容として，Web ページの推移
を話題推移として捉える．また，対話音声情報よりも比較的解析しやすい Web 情報，および操作
情報を世界規模で大量に収集し，リアルタイムでその場の参加者・話題に即した推薦話題を提供
し，対面会話を支援する． 
 
 はじめに，インフォーマルコミュニケーション支援に関する関連研究についての分析を行い，
問題点をまとめ，本研究で着目するコミュニケーションの特徴も考慮し，1）継続的な会話支援，
2）参加メンバを考慮した会話支援，3）Web 閲覧情報を用いた会話の場への参加モチベーション
支援の 3 つのコンセプトをまとめた． 
 
1）継続的な会話支援を行うために，現在の話題に関係のない”新規話題”を提供する UI と現在
の話題を考慮した”継続話題”を提供する UI の 2 つを設計し，前者をニュートピックボタン，後者
をネクストトピックボタンとして提案した． 
2）参加者を考慮した会話支援を行うために，参加者の過去の話題推移情報を用いた話題推薦の
ための UI を設計し話題推薦の方法とトピックビューワとして提案した． 
3）会話の場への参加モチベーションの支援を行うために，推薦情報として支援に使用された話
題の提供者に対してその通知を行うモチベーション支援を設計し提案した． 
 
提案したシステムのプロトタイプを実装し，2 つの評価実験を行った．その結果，シナリオ実
験では提案したコンセプトの有効性を確認し，最大限の自由度を与えて行った応用実験では，限
られたデータの中ではあったが良好な結果を得た． 
 
